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いつもと違う夏だけど 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん今年の夏はどうでしたか？今年は新型コロナウイルスの影響でいつもと違う夏を過ごし

た方も多くいると思います。夏休みも思う存分に楽しめず、寂しい思いをした人もいたかと思いま

す。そこであらぐさでは、少しでも夏らしい楽しいことをしようと考え、スイカ割りやかき氷づく

りをしました。密になるのを防ぐため、各班それぞれに分かれて実施しました。 

スイカ割りでは高級なスイカを用意したので、すぐに割れないよう柔らかいおもちゃのバットで

行いました。目隠しやぐるぐる回ってスイカのある方へと向かっていき、仲間や職員の声を頼りに

慎重に前へ前へと足を動かしました。スイカに命中した人もいれば、うまく叩けない人もいました

が、笑顔あふれる楽しい時間となりました。 

かき氷づくりでは手動のかき氷機で氷をガリガリ。力のいる作業も、おいしく食べられることを

楽しみに頑張っていました。定番のシロップからお手製の抹茶シロップと色々な味を楽しみ、暑い 

夏を吹き飛ばしました。                         (村越) 
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あらぐさの新しい作業スタイル 
 

■リサイクル班 

今年も猛暑が続く夏でしたね。夏場も外作業が主のリサイクル班は、熱中症対策に力

を入れて作業に臨みました。保冷剤を首に巻く、こまめな水分補給、扇風機の設置、打

ち水等です。 

今年からは、休み時間に塩タブレットを配給してみました。仲間には甘酸っぱい塩タ

ブレットは好評なようで、食べ終えると「もっと下さい」と希望を出す仲間も。 

体調不良の方が出ることなく、今年も夏を乗り越えることができました。   (樋口) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ブリヂストン班 

数人のなかまが異動して、13 人での再スタートとなりました。緊急事態宣言の解除

後は、ブリヂストンの工場も再稼働し、徐々に仕事が戻ってきました。日に日に増える

注文数を前に、「今日もがんばろう！」と互いに声をかけ合い作業を進めていました。

異動したなかまにとっては、当然慣れない作業も多く苦戦することもありましたが、な

かまたちの向上心は素晴らしく、積極的にチャレンジし、しっかりと成果に繋げていま

した。 

また月に 2回ほど、スライム作りや折り紙、塗り絵などのレクの時間を設け、作業に

集中する時間と楽しむ時間とでメリハリをつけながら取り組んでいます。 

 まだまだ本来のブリヂストン班の姿とは程遠い状況ですが、なかまたちとともに前を

向いて進んでいます。                        (樋川) 

ブリヂストン班は対面に

ならないように作業中 

リサイクル班の缶の山は夏が過ぎ 

例年より早めの減少傾向にあります 
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■重度 G 

4月から新しいグループとして活動を始め、3階会議室で過ごしています。最初は、全員別の階に

いたため、環境の変化に戸惑っていましたが、夏頃になると、事業所に到着して上履きに替え、自ら

3階会議室へスムーズに移動できるようになってきました。夏期からは、気分転換に朝の涼しい時間

に事業所周辺をウォーキングして、3階に戻ってから個々の活動（給食時に飲む麦茶の氷運び、音楽

を聴く、創作活動等）に取り組む流れが固定化してきています。とはいえ、毎日なかまの様子次第で

活動内容は変えていかなくてはならないため、今でも日々模索中です。        (関口) 

 

 

■菓子班 

現在は 6名の仲間で作業をしています。大幅に 

人数が減ったため、全員がケーキの作業だけでは 

なく、クッキーの作業にも参加しています。初めは 

苦手意識のあった作業にもすっかり慣れて、上手に 

作れるようになってきています。今では職員も驚く 

ほど綺麗に生地を成型できますし、作業スピードも 

とても速くなりました。これから慌しい年末に向け 

てとても頼もしい 6人です。 

 また、感染予防のため館内の消毒作業も行なって 

います。皆が触れそうな場所を考え、手すりや椅子、 

机などを丁寧に拭いていきます。 

 コロナウイルスの為に販売先は相変わらず少ない 

のですが、毎日どの作業にも一生懸命取り組んでい 

ます。                (小口) 

         平成 31年度                  令和 2年 

（＊上尾市よりＢ型事業に対し、昨年度比 4 月～6 月 3 か月分の減収分の補填をしていただきまし

た。） 

上は昨年度と今年度の生産活動収入の表です。昨年度と比べると約 70万円の赤字となっていま

す。さらに、ほとんど中止になった 10月、11月のイベントや販売の分約 82万 5千円がマイナスに

なってきます。作業、収入共に厳しい状態にあるのが現状です。           (井上) 

 

■こぱん☆あらぐさ 

9月の終わりに、パンを購入していただいたお客様にコーヒーのサービスを行いました。販売も少

しずつ戻ってきており、忙しい毎日を送っています。 

10月 1日より喫茶が再開しました！ぜひこぱんにお越しください！         (山口) 

12人から 6人での作業となり 

菓子室には余裕がある状態です 

H31年 4月 R1年 5月 6月 計 

572,407 569,877 439,991 1,582,275 

 

R2年 4月 5月 6月 計 

297,683 94,580 500,426 892,689 

 


